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 第 6次松川町総合計画に基づく令和７年度分の取組事業等の行政評価を取りまとめており、概要に

ついては以下のとおりです。 

 各事業等の詳細については、別途配布しました「令和７年度 行政評価」の冊子をご参照ください。 

 

 

１．評価手順 

 第 6次松川町総合計画の策定に伴い、行政評価の手順も下記のとおり見直しをかけた。従来、内部評

価（目的達成度）のみ配点していたところに、外部評価（町民意識調査の結果）による配点を加える。 

【外部評価】（5点満点） 

評価対象年度の町民意識調査（地域幸福度Well-being指標主観データ）の結果による配点 

点数 調査結果の状態 

5 取組事業が属する施策領域の関連設問について 5件法による回答の平均値が 4以上 

4 取組事業が属する施策領域の関連設問について 5件法による回答の平均値が 3.5～3.9 

3 取組事業が属する施策領域の関連設問について 5件法による回答の平均値が 3.0～3.4 

2 取組事業が属する施策領域の関連設問について 5件法による回答の平均値が 2.5～2.9 

1 取組事業が属する施策領域の関連設問について 5件法による回答の平均値が 2.5未満 

【内部評価】（5点満点） 

   取組事業ごとの目的達成度による配点 

点数 目的達成度 

4 目的達成 

3 目的達成度 80%以上 

2 目的達成度 50%以上 

1 目的達成度 50%未満 

 

【外部評価】（5点満点） ＋ 【内部評価】（5点満点） ＝ 合計 10点満点 

 

 

２．令和７年度取組事業の評価 

（１） 評価の点数分布 

24 の施策領域に紐づいた 157 の取組事業ごとに、令和７年度の町民意識調査（地域幸福度

Well-being 指標に準拠）に基づく外部評価（5 点満点）と事業を担当する課局が算出した目的達

成度に基づく内部評価（5点満点）で評価を行ったところ、次表のとおりとなった。 

資料  

取組事業が属する施策領域の地域幸福度指標の 

客観データが偏差値 50以上を維持している場合、 

＋１の加点（＝客観指標加点） 



評価 

区分 

総合 

スコア 

該当 

事業数  

割合 

（％） 

分布イメージ 

良好 10点  2事業  1.3% █ 

9点  3事業  1.9% █ 

概ね 

良好 

8点  16事業  10.2% ████████ 

7点  29事業  18.5% ███████████████ 

可 6点  43事業  27.4% ██████████████████████ 

5点  33事業  21.0% ████████████████ 

やや 

不十分 

4点  21事業  13.4% ███████████ 

3点  9事業  5.7% ██████ 

不十分 2点  1事業  0.6% █ 

合計  合計  157事業  100.0% 
平均スコア：5.6点 

 

（２） 高得点帯もしくは低得点帯に属している施策領域の傾向 

上記において、総合スコアが7点～10点（評価区分が「良好」もしくは「概ね良好」）となった事業

は、施策領域の別では「自然の恵み」（平均 9.2点）、「健康状態」（平均 7.5点）、「医療・福祉」（平均

7.3点）、「住宅環境」（平均 7.1点）に属するものが多く、住民の生命や生活基盤に直結する分野や

当地域の強み（資源）を活かせる分野に集中している。 

一方、総合スコアが 2 点～4 点（評価区分が「不十分」もしくは「やや不十分」）となった事業は、

「事業創造」（平均 3.0 点）、「買物・飲食」（平均 4.3 点）、「雇用・所得」（平均 3.9 点）といった地域

産業や経済情勢に係る分野や、「移動・交通」（平均 4.0 点）、「都市景観」（平均 3.7 点）といった都

市機能や広域連携（リニア絡み）が必要な分野に集中した。 

 


